
 

令和 7年度 第 5回 運営推進会議議事録 

令和 8 年 1 月 21 日 

事業所名 特別養護老人ホーム大野和幸園 

担 当 者 大渕 明 電話番号 017-752-8020 

１．開催日時 令和 8 年 1 月 21 日（木）  

２．開催場所 特別養護老人ホーム大野和幸園 今年度開催回数（5 回目） 

３．出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

出欠 氏名 構成員の属性 

○   様  

×   様  

○      様  

○  様  

×           様  

○       様  

 

 
事業所側 

 

 

風晴 良一 経営参与 

田中 文広 施設長 

佐々木瑠衣 ・大渕明 生活相談員 

  

４．活動状況の報告 ・11 月～12 月までの入居者状況報告と行事等の報告（別紙参照） 

５．活動状況の評価 

■おおの地域包括支援センターより 

・「ひやりはっと」が 40 件報告されていることについて職員の「気づき」が機

能している事なので良いと思う。 

・行事の写真から、本格的で活気があるイベントが行われていることが伝わり、

素晴らしいと思った。羨ましい。 

 

■大野ニュータウン町会長より 

・些細なことでも「ひやりはっと」として報告する姿勢は、学校のいじめ対策

と同様に、重大な問題を防ぐための適切な体制で良いと思う。 

 

■青森市役所 介護保険課 都合により欠席 

 

■入居者様より 

Q：普段の生活についていかがですか？ 

A：良いです。 

Q:ご飯はおいしいですか？ 

A:結構です。 

Q:おしるこはどうでしたか？ 

A:まずまずでした。 

 

 



 

■風晴経営参与  しあわせネットワークについて～ 

 ・父親に対しての虐待案件。地域包括も関わっている。 

 ・生活福祉課より、以前利用している方について再度利用の依頼ある。1 度利

用されている方は再利用できない事を伝えている。 

 

■施設長より 

・感染症対策を引き続き対応し、利用者、職員の健康管理に努めて行きます。 

 

６．要望、助言等 

■オンブズマンより 

・利用者様が過去（戦争や兄弟についてなど）を思い出して話してくれる事に

感動する。今後も同じ話であっても、変わらずに耳を傾けて対応して行く。 

 

７．意見等への対応等 

■理事長が変わってどうなったか。 

前理事長の病気辞任に伴い、令和 7 年 11 月 18 日付けで泉理事長が就任した

ことを説明。新体制の和幸園として取り組んでいく旨を伝える。 

■介護事故（骨折）の経緯説明 

ベッドからの転落防止策として衝撃吸収マット、センサーマットを使用して

いたが、他利用者の対応中に転落が発生した経緯を説明する。 

■ひやりはっと・アクシデント後の対応 

 発生した介護事故は職員全員で共有し、対策を検討・実施する事で再発防止

に努めている。 

 

８．その他特記事項 
・次回開催 令和 8 年 3 月 26 日予定（卒業等の行事予定を考慮した仮日程） 

 

 


